

















































































































































Ca) C借方〉価値勘定 4円 （貸方〉現金勘定 4円
(b) （借方〉 リンゴ勘定 4円 （貸方〉 価値勘定 4円
とLサ仕訳をする。これは価値には増減がないので，
（借方〉 リンゴ勘定4円 （貸方〉 現金勘定 4円
とするという。
これを即日， 1個5銭にて90個現金売りをしたとする。この場合には，まず費用取引として
（借方〉 価値勘定 3.60 （貸方〉 リンゴ勘定 3.60 
と仕訳すると同時に収益取引として
（｛昔方〉 現金勘定 4.50 （貸方〉 価値勘定 4.50 
と仕訳する。これは
a) （借方〉 費用勘定…・ー （貸方〉 財産勘定















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二勘定説第一形態として A-P=K+G-V U サ等式を固く，財産勘定と資本勘定の
対立的対応を基本とするが， Kの増減要因として，この勘定に従属するように損益の勘定を位
置づける。期首のKと期末のK（これはKつの比較で損益計算をなすが，まさにじ財産法的な〕








































































この論文は 1.複式簿記とその対象， 2.複式簿記理論，そして 3.複式簿記の手続 の三
節よりなるが，複式簿記は勘定系統論的にはこ勘定系統からなるものだとして，二勘定系統説
によることを妥当とするものである。
複式簿記の実質を木村教授は「総勘定元帳とその記録とに存するJ（前掲書， p.63一一以下
ページ数のみを示す〉ものとするが， 「簿記理論の問題は，その諸勘定についての分類と貸借
複記の原理がそれにどのように関連するかということにある」とLづ。教授はさらに「貸借複
記の二重性は複式簿記におけるいっそう基本的な意味の二重性に結合して理論構成がなされる
べきである」（p.63）とL、う。教授はまず勘定体系を二つの系統よりなる勘定群としてみる。
ー勘定系統理論とニ勘定系統理論があるなかで後者をとるのであった。これはすでにみた黒沢
理論，木村（和〉理論の批判から知られる。 「二元論l土，勘定種類によって借方がプラスのも
のと貸方がプラスのものと一一反対がわはマイナスーーがあるとするものである」（p.64）。
木村教授の複式簿記の定義・日的について考えてゆくが，ここに論者自身（木村教授〉の勘
定理論が問われるのである。二勘定理論としての集大成はシェアー（Schar〕の物的二勘定学
説であるが，木村教授は財産・資本二勘定系統説と呼ぶ。これと在高・損益二勘定系統説を対
比するようにして行論して，勘定分類を行う。
木村教授がクルツパウエルを読み込んだ研究は，それまでの研究を集成し，その後の指針と
なった。木村教授とクルツパウエルとの出会いは大きL、。これが本項にも貫く。
「財産・資本ニ勘定系統説による複式簿記についての規定は， 『複式簿記は財産構成部分と
純財産とについての対照的記録である』というものであろう」（p.64）とされて，利益（収益〉
と損失（費用〉の勘定は純財産を示す資本勘定に従属するとL、う。ここで，純財産（資本〉と
L、う一つの計算量（大きさ〉を算出することが目的であったかと問題を出して， 「やはり，年
度聞の経営活動による資本の増大分を午度利益として確定するのだと解すべきであろう」（p.
65）とされるが，資産と負債の記録とともに対照的に資本の大きさを記録するものであるのだ
とされる。損益を財産勘定の変動量としてとらえる。
「これに対して」と木村教授はいわれ，「在高・損益二勘定説によれば，『複式簿記は在高と
損益とについての対照的記録である』とLづ定義が行なわれることになる」（p.65）とL、う。
損益を在高変動の甚接的結果と把握するか，間接的結果とみるかの違いであるが，木村教授は
「利益と損失とは経済活動における特定の行為および特定の経済事象が特定の資産あるL、は負
債の増減に関連しあるいは影響することから生じ，結果的には純財産の増減になにかの影響を
もたらすであろうが，利益および損失乞いわばその場において，直接的に認識することにつ
いては在高・損益二勘定説がまさることは明らかである」（p.65）とし、う。
可学説の損益勘定の地位づけの違いは前者は，資本（純財産〕勘定の下位勘定とするが，後
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者は損益勘定が資本勘定を含むとする。 「簿記理論における在高・損益二勤定系統説のぱあい
の資本金は分配不能利益であると規定される」（p.66）としづ木村教授は「簿記手続は特定年
度に稼得された分配可能利益を計算し記録する手続である」（p.66）ということになる。
「利益は資産の増加の意味であり，資産がまず認識ぎれていなければ，利益は認識され得な
い。これが在高・損益二勘定系統説の根拠である」（p.67）。ここには在高由定の先行性が考え
られている。 「複式簿記は資産にワいてその静態量と動態量とを記録する」（p.67）とされ，
静態量を在高，動態量を損益とL、うが， 「動態縄増分が静態量の一部を構成するJ,!: ＼、う主張
ともなってくる。最終的には在高量計算に集中される。これが二勘定理論の妙味で、もあろう。
「二勘定系統説法，勤定の基本的な分類である二つの勘定系統に属する間定が，常に，あるい
は基本的な意味をもっ取引において，貸借記録の関係で投われることを要件とする」（p.67) 
といって，教授は販売取引の簿記処理を注目するのであった。
むすび一一一勘定説とニ勘定説一一
木村教授は簿記理論i=-3~島、関心をもって会計学を研究されてきた。これが木村会計学の特色
である。教授の出発点は上野門下として物的二勤定学説に愛着を示されつつ，動態観思考が強
〈なる昭和初期に，二勘定説を塁本にして新天地を拓〈。処女論文では勘定を財産勘定と資木
勘定の二系統；こ分崩する考え方を肯定しているが，高品勘定の取扱いが単なる物的二勘定学説
ではなく，商品位入勘定を在高勤定的に把握してL情。問題は商品売上勘定の簿記処理であコ
た。売上勘定の貸方金額には商品減少高と売買益が合計されて示されるとL汁主張であった。
これが木村理論の真髄である。
木村教授は複式簿記の勘定理論では資本勘定と商品勘定とがどんな関係をもって，どの勘定
系統に属するかの判断の問題が中心となるとされるが，これは処女論文から，教授の勘定理論
の確立を示す「百年史」論文に，さらに最後の論文にまで貫いている。複式簿記論の中心には
商品勘定論がたつ。そしてこの勘定理論研究重規の考え方が木村会計学を支えていた。
教授は長年の研究において結論ともいうべき，「簿記理論について」（『会計』 102巻 3号，昭
和47年9月〉とLづ論文で， 「複式簿記は在高勘定系統の諸勘定と損益勘定系統の諸勘定の二
重記録である」（p.95）と定義している。 「在高勘定系統諸勘定は，借方プラス，貸方マイナ
スの記録をし，損益勘定系統諸勘定は，貸方プラス借方マイナスの記録をするように対照的」
(p. 96）であるとするが，ここに三勤定・二勘定系統説思想、の基礎があった。それは「筆者
（木村教授〉のとるところの複式簿記理論が二勘定系統説であり， しかもその二つの勘定系統
は在高勘定系統と損益勘定系統であるということは明らかである」（p.97) といわれるところ
である。
木村教授は資本金勘定は損益系統勘定に属すとかねがね主張している。シェアーにおいては
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資本勘定の増減要因として損益諾勘定を位量づけていた。資本取引と損益取引の峻別とLづ企
業会計原則の思想に通ずる。 「利益上位，資本下位の構成が，反対の資本上位，利益下位の遭
説的構成よりすぐれている」（p.98）とされるのであった。これは Scharの物的二勘定学説
をこえる木村簿記理論の一つの特色であった。
木村教授の在高・損益二勘定系統説には，山下勝治教授の収支・損益二勤定系統説が対峠さ
れる。期末修正・戻し入れ記入の必要性（の説明〉に木村教授は批判的で、あった。これが太田・
山下論争（資産本質論争〉への割り込みとなったであろうか。今日よりみて，勘定理論的な木
村・山下論争とL、うようなものを期待しているが，ともに動態観思考を充分に理解して，新し
L、勘定学説の樹立に情熱を傾けられるめであった。われわれはこれらを学んで，発展させなけ
ればならない。しかし，お二人の先生とも，この世におられない。とくに，木村教授による山
下教授の『簿記学Jの本格的書評を読みたかった。謹んで両先生の街1冥福をお祈りする。
Lぜここに，木村教授の御業績を学んできたが，学者はその処女作に回帰する（無限の飛開
をする〉とよくいわれるが，木村教授の場合もまさにそのようであったと強く思う。
在高・損益三勘定学説を教授は損益学説とも略称されるが，静態・動態二勘定学説の姿をと
り，これは貸借対照表・損益計算書勘定三勘定学説とい、っておられる。期間利益算定を目的
とした財務会計の簿記として。
ここに「結び」をつけようとしているが，かつて不破貞春教授は会計思考が動態、論化するな
かでも，簿記理論については何かこれにふみされないといわれたことを思い出す1）。不破教授
は簿記の目的には損益計算と同時に財産保全計算というニつのものがあるといわれた点である
が，木村教授の簿記理論にはこれに似た思考があると思う。
勤定理論はー勘定説か，それとも二勘定説であるべきかについての議論は別稿を期したいが，
二勘定説において複式簿記の本質がよりよく把握されるように考えている。
【附記〕この研究を進めるに当って，私の手許にない木村教授の詰論文について，コピーを許
され，その労をとって下さった小樽商科大学図書館，武蔵大学図書館，専修大学図書
館，そして専大佐々木重人助教授，日本大学経済学部図書館，立教大学図書館に深
く感謝の意を表したい。
1）不破貞春「簿記理論のあり方」（『会計理論の基礎』，中央経済社，昭和36年所収）参照。
